


































人工知能応用の広がりを受け，内閣府は 2017 年 3月より人工知能技術戦略会議[3]を実施し，人工
知能技術戦略およびその産業化ロードマップを取りまとめた．その延長線上で内閣官房イノベーシ




















1. 文理を問わず，全ての大学・高専生（約 50 万人卒／年）が，課程にて初級レベルの数理・デ
ータサイエンス・AI を習得 
2. 多くの社会人（約 100 万人／年）が，基本的情報知識と，データサイエンス・AI 等の実践的
活用スキルを習得できる機会をあらゆる手段を用いて提供 





















































本操作とインターネットからのデータ収集および Excel でのグラフ化などの課題しか扱っていない． 
その他，公開講座において人工知能関連のテーマをいくつか取り上げている．次に，筆者がかかわ





知されつつあった AI 関連のテーマで同僚の准教授とともに各年度 2 日間にわたり実施した．毎回，
数十ページのテキストを作成し，講座開始時に受講生に配布している． 
 
 2017 年度：コンピュータに機械学習させてみよう！ 
 2018 年度：クラウドで機械学習に挑戦！ 













Node.js[11]を用いて JavaScript によるニューラルネットワーク（NN）を構築する演習 [12, 13] を
行った．例題として，乱数による身長と体重から BMI（Body Mass Index）を求め，それを教師デー





















すなわち，この年度の課題としては，AI 講座ではなく，どちらかというと JavaScript と Pythonの
プログラミング講座になってしまったことである．受講者は，プログラミングについていくのが精一
杯で，何が AI で NN とは何なのかがいま一つ理解していないように見受けられた．また，2 日間の




前年度の課題をふまえ，Web 画面上で実際に NN が動作している様子を確認できる Tensorflow 











「公開講座」を加え，前年度に実施したのと同じ BMI の学習の様子を Web上で確認できるようにし




























 昨年に比べ PC が新しくなり，かなり高度な課題に対応できたのが良かった．Tensorflow
Playgroundがデータや隠れ層，関数を変えていろいろ楽しめました．





知能（たとえば AI スピーカーなど）が結びつかない」との感想を漏らす方もいた． 
4.3 2019年度夏期公開講座 






2 時間目からは，Google Home 班と Amazon Echo 班に分かれ，別の教室でそれぞれスキルとアク





 Amazon と Google の違いが判らなかったため，事前に概略を知ってから選択出来る方が良か
った．
 Amazon の方をやりましたが，自力ではスキルを自在に作るのは難しかったです．AI アシス
タントの仕組みの理解に進みました．
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